
、

喫
 

き
ょ
う
は
書
き
ぞ
め
席
書
の

大
会
。
自
信
あ
る
子
の
勢
ぞ
ろ

い
。
会
場
ぎ
っ

し
り
あ
ふ
れ
る

ば
か
り
。
 

紙
を
ひ
ろ
げ
て
ひ
ざ
を
折
り

筆
に
た
っ
ぷ
り
墨
吸
わ
せ
、
墨

の
香
り
に
心
は
お
ど
る
。
 

は
ず
む
心
を
落
ち
着
け

て
、
 

一
、
二
、
三
の
深
呼
吸
。
準
備

は
よ
い
か
始
め
る
よ
。
 

母
さ
ん
お
ろ
お
ろ
後
ろ
の
方
。
 

先
生
心
配
そ
う
に
見

て
回
る
。
 

形
悪
い
が
勢

い
あ
る
ぞ
。
名

前
書
く
と
こ
な
い
ほ
ど
だ
。
う

ん
う
ん
そ
の
意
気
そ
の
調
子
。
 

金
紙
銀
紙
気
に
す
る
な
。
心
と
 

か
ら
だ
で
書
く
の
だ
よ
。
 

未
来
の
希
望
を

の
び
の
び
と

力

い
っ
ぱ

い
太
い
文
字
。
隣
り

に
筆
先
届
く
ほ
ど
。
 

思
う
が
ま
ま
に
書
け
た
顔
。
 

日
ご
ろ
の
力
が
出
な
い
顔
。

ほ

っ
ぺ
に
墨
の
つ
い
た
顔
。
 

終
わ
れ
ば
み
ん
な
ほ
っ
と
し
 

て
。
力
尽
し
た
笑
い
顔
。
 

習
字
で
友
だ
ち
で
き
ま
し

た
。
 

さ
あ
今
年
も
が
ん
ば
る
ぞ
。
心

は
す
で
に
春
景
色
。
 

1部 8円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

415号 

昭和53年1月15日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,188 

（昭和53年 1月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,276人 

女 	27.0 10人 

ょかわら 
!

,
 

、 
の 人 口 

（昭和33年 9 月10日第 3種郵便物認可） 
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こ
協
力
あ
り

が
ど
う
阜
 

“
皆
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
 

ん
n」
‘
 

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
＋

日
ま
で
行
わ

れ
た
歳
末

助
け

合
い
運
動
に
は
、
皆
さ
ん
の
温

い
ご
協
力
に
よ
り
四
十
五
件
、
 

百
四
十
五
万
九
千
三
百
三
十
五

円
の
義
援
金
（
義
援
品
三
三
点

）
 

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
 

こ
の
な
か
に
は
、
歳
末
助
け

合

い
芸
能
祭
を
開
い
て
、
運
動

に
積
極
的
に
協
力
し
た
「
湊
ち

ど
り
会
」
ゃ
こ
づ
か
い
を
持
ち

寄
っ
て
協
力
し
た
 
「平
和
町
子

供
会
」
な
ど
、
多
く
の
善
意
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金

（品
）
は
、
老
人
ホ
ー
ム

等
の
施
設
入
所
者
、
長
期
入
院

患
者
、
独
り
暮
し
の
お
と
し
よ

り
、
交
通
遺
児

な
ど
合
わ
せ
て

四
百
十
八
人
に
配
分
さ
れ
喜
ば

れ
ま
し
た
。
 

助
け
合
い
に
協
力
さ
れ
た
個

人
、
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

寺
町
岩
木
町
町
内
会
、
鎌
谷

町
町
内
会
、
大
町
町
内
会
、
旭

町
町
内
会
、
五
農
高
土
木
科
有

志
、
沼
田
町
町
内
会
、
寺
町
岩

木
町
わ
か
さ
会
、
松
緑
神
道
大

和
山
、
末
広
新
宮
町
町
内
会
、
 

新
宮
県
営
住
宅
町
内
会
、
新
町

町
内
会
、
平
和
町
町
内
会
、
中
 
 

平
井
町
町
内
会
 

日
本
敬
神
崇
祖
自
修
団
、
都

市
計
画
課
、
葛
西
葬
儀
造
花
店

湊
ち
ど
り
会
、
坂
本
甚
作
、
三

浦
玉
喜
、
太
田
勲
、
十
川
町
町

内
会
、
本
町
町
内
会
、
東
雲
町

町
内
会
、
弥
生
町
島
田
、
新
宮

団
地
第

一
町
内
会
、
幾
島
町
町

内
会
、
七
ッ
館
小
児
童
会
、
加

藤
昭
仁
、
五
所
川
原
警
察
署
黒

石
、
田
町
栄
町
町
内
会
 

外
崎
清
七
、
布
屋
町
町
内
会
、
 

鶴
谷
ヤ
ナ
、
下
平
井
町
町
内
会
、
 

N
H
K、
弥
生
町
町
内
会
、
ヤ

ク
ル
ト
五
所
川
原
営
業
所
、
松

島
小
四
年
寺
田
綾
子
、
平
和
町
 

善

意
銀

行
に

預
 

施
設
等
 

昨
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

善
意
銀
行
五
所
川
原
支
店

（川

浪
金
昇
支
店
長
）
に
多
く
の
善

意
が
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
か
ら
預
託
さ
れ
た
善

意
の
金
品
は
、
火
災
や
災
害
の

見
舞
、
ま
た
は
生
活
に
困
っ
て

い
る
家
庭
、
寝
た
き
り
の
お
と

し
よ
り
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施

設
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
引
き
続
き
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

善
銀
に
預
託
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 
 

子
供
会
一
同
、
医
療
法
人
白
生

会
、
 一
中
生
徒
会
、
青
年
ク
ー
フ

ブ
、
沖
飯
詰
小
、
五
所
川
原
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
長
尾
政
五
 

郎
 

（
敬
称略
）
 

1
母
子
家

庭
に

J
 

r介
護

人
を
派
遣

L
 

お
母
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、
 

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
母
子

家
庭
は
、
介
護
人
を
派
遣
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
費

用
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

食
事
の
世
話
や
乳
幼
児
の
保

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

介
護
人
の
派
遣
を
希
望
す
る

方
は
「
市
母
子
福
祉
会
ま
た
は

市
福
祉
事
務
所
に
お
申

し
込
み

下
さ
い
。
 

に
役
立
っ

て
い
ま
す
 

訂
正
と
お
詫
び
 

一
月
一
日
発
行
（
四
一
四
号
）
 

の
市
広
報
二
面
中
、
市
議
会
議
 

長
福
士
孝

一
氏
の
年
頭
あ
い
さ
 

つ
一
行
目
で
、
 
「昭
和
五
十
一
一

年
の
 

」
と
あ
る
の
は
、
 
「
 

昭
和
五
十
三
年
 

」
 
の
誤ま

り
で
し
た
の
で
、
訂
正
し
で
お

詫
び
し
ま
す
。
 

託
続

々
 

住 	所 氏 	名 金 	額 

大 	’I 鳥の多一・秋田清美 66,823円 

⑧東洋リビング社長 仁 岸 良 夫 100,000" 

五所川原工業高校 文 芸 	部 3,010" 

稲垣中学校 生 徒 	会 5,880" 

学校 法 人 下 山 学園 6,000" 

農林高 校 J RC 一同 4,500" 

稲 	実 菊 池徳 一 30,000" 

裏千家淡交会 佐藤 武 子 60,790" 

敷 島 	町 婦 人 	会 オシメ230枚 

松島町 6 丁目 婦 人 	会 オシメ 43枚 

本 	町 中 衣類外 375点 

毘 沙 	門 北 川 カ ン オシメ100枚 

五 	一 	中 宮 	本 衣類 3,000点 

住 	所 氏 	名 金 	額 

栄 	町 友
 
太
 
っ
一
一

銀

金

京

留
一
一

廉
 

恥
 

大
次
 

二
一
ノ
 
く
 保
 
千

千

拓

山
 
木

鶴
 
伊
 
斎
 
片
、
永
櫛
 
細

佐
 
細
 

砂
 
木
神
 

カ
 
蒔

成
 
伊
 
石
 
太
 
小

子
 
郎
 
江
 男
 
治

徳
 
一
 
吉
 雄
造
 
人
 
作
 

郎
 
郎
 
ャ
 子
 
孝

博
 
里
 
恵
 
郎

崎
”
”
軒

藤
岡
沢

引
ヒ
鉢
 
微
 

庭
？

伊
 
メ
 
”
 田
藤

岡
田
 
野
 

 

2,567円 

本 	町 1,320" 
ク 20,815" 

新宮 岡 田 冷蔵庫 2・洗濯機］ 

警 察 	署 30,000 ク 

松 野 	木 10,000" 

錦 	町 100,000" 

飯 	詰 7,200" 

兼平内科小児科 60,000" 

新 宮 団 地 30,000" 

公営住宅入居者 

選考委員会会長 

三 	戸 	郡 

23,250" 

20,000" 

田 	町 100,000" 

上 平 井 町 3,000" 

大 	町 50,000" 

商工観光課 500" 

弘 	前 6,900" 

原 	子 50,000" 

五小児童会 25,460" 

福山婦人会 10,000" 

敷 島 	町 46,040" 

r・
 

~ 
、  
, 
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青
森
県
農

業
基
本
統
計

調
査
が
、
一
一

月
一
日
現
在

で
行
わ
れ
ま

す
。
 

こ
の
調
査

は
、
農
業
経

営
の
実
態
を

つ
か
む
こ
と

で
、
農
業
行

政
を
す
す
め

る
う
え
で
の
 

1

技
能
講
習

会
を

ー
  

F

開
催
 

母
子
家
庭
等
が
対
象
 

母
子
家
庭
や
寡
婦
を
対
象
と

し
た
、
五
十
三
年
度
の
技
能
講

習
会
を
開
き
ま
す
 

◇
募
集
人
員
 
七
十

人
。
 

◇
受
付
期
間
 
二

月
一
日

ー
 

ニ
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

◇
講
習
開
始
 
四
月
十

目
（
 

月
）
か
ら
 

◇
講
習
科
目
 
和
裁
科
、
洋

裁
科
、
編
物
手
芸
科

（本
科
、
 

研
究
科
）
。
経
理
タ
イ
プ
科
（
 

本
科
）
。
 

◇
申
込
み
 
申
込
書

に
調
書

を
そ
え
て
、
市
福
祉
事
業
所
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

、E
催
 
青
森
県
立
母
子

福
祉

セ
ン
タ
ー
白
百
合
荘
 

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

調
査
員
が
巡
回
訪
問
し
、
世

帯
主
等
に
調
査
事
項
を
質
問
し

ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
資

料
以
外
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
調
査
に
関
し
て
疑
問

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
商
工

観
光
課
（
廿
⑤
二
一
一
一
番

・

内
線
二
二
九
番
）
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

『
 

水道料金領収 書 

唖

別
 

相
扶
全
 

その 23 

水
道
の
凍
結
予
防
対
策
に

つ

い
て
は
、
前
々
回
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
最
近
、
朝
晩
の

冷
え
込
み
で
次
第
に
凍
結
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
 

気
温
が
氷
点
下
四
度
前
後

に
な
る
と
、
凍
結
や
破
裂
事

故
が
続
発
し
ま
す
。
 

昨
年
の
冬
は
、
十
二
月
か

ら
三
月
ま
で
の
四
カ
月
間
で
、
 

お
よ
そ
千
二
百

件
の
凍
結
事
故

が
あ
り
、
水
道

課
や
指
定
水
道

業
者
は
修
理
に

追
い

つ
け
な
い

状
態
で
し
た
。
 

図
で
も
お
わ

か
り
の
よ
う
に
、
 

凍
結
件
数
と
気
 

温
は
互

い
に
関
係

し
合
っ
て
い
て
、
 

気
温
が
下
が
る
に

つ
れ
、
凍
結
件
数

が
増
え
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
H
毎
に

寒
さ
が
厳
し
く
な

り
ま
す
の
で
凍
結

に
は
、
十
分
注
意

し
て
ド
さ
い
。
 

回
管
理
を
万
全
に
 

水
道
も
戸
締
ま
り
や
火
の
用

心
と
と
も
に
、
 
「凍
結
用
心
」
 

の
心
構
え
で
、
夜
間
ま
た
は
家

を
留
守
に
す
る
と
き
は
管
理
に

十
分
注
意
し
て
ド
さ
い
。
 

回
凍
結
防
止
の
放
水
は
や
め

よ
・
つ
 

凍
結
防
止
の
た
め
水
を
出
し

放
し
に
す
る
と
、
メ
ー
タ
ー
が
 

次
第
に
あ
が
り
、
春
の
検
針
、
 

精
算
の
際
、
超
過
使
用
水
量

と
し
て
料
金
に
は
ね
返
え
り
、
 

思
わ
ぬ
支
出
と
な
り
ま
す
。
 

回
止
水
栓
の
位
置
は
棒
等

で
標
示
を
 

雪
で
止
水
栓
の
位
置
が
わ

か
ら
な
い
と
、
凍
結
に
よ
る

破
裂
事
故
が
あ
っ
て
も
、
水

を
止
め
る
こ
と
が
出
来
ず
修

理
に
手
間
取
り
、
家
中
水
び

た
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
日
頃
か
ら
、
止
水

栓
の
位
置
に
棒
な
ど
を
立
て

て
目
印
に
し
て
下
さ

い
。
 

回
間
い
合
わ
せ
は
需
要
家

番
号
で
 

検
針
・
集
金
、
修
理
等
の
間

い
合
わ
せ
の
際
は
、
お
宅
の
水

道
料
金
領
収
書
の
「
需
要
家
番

号
」
と
名
前
、
そ
れ
に
用
件
を

は
っ
き
り
伝
え
て
下
さ
い
。
 

を
 

ら
］
 

用
 

結
 

凍
 

の
 

道
 

水
 

図 1 
気温と●結件豊の聞係 引年度 

O検針‘集金 ft内線242 、 239 

O修理受付 廿内線241 、240 

L記の金額を鱗収、た 

五所川原市水迫事業 

企業出納‘1 標昌， 

毒業統計調査を実施 

2 月1日現在でー 

農家のご協力を 

種別 ，「 	r 7 	書 	l】 世r ［氏 	名言 

52 12 01 イワキチョウミ012 01 マスイトウ7 

50 之 

 

需要家番号 

  

山 

 

崇本簡収書は 5 年問保存 L ト六 

02 営 集 川 GO' IU PU 
叫 団体 川 

五
十
二
年
度
の
市
産
米
改
善

共
励
会
、
り
ん
ご
立
木
品
評
会
、
 

堆
肥
生
産
共
励
会

の
合
同
表
彰

式
は
、
 一
月
六
日
午
前
十
時
か

ら
産
経
会
館
に
お
よ
そ
百
人
の

生
産
者
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
 

寺
田
市
長
か
ら
二
十

ー
チ
ー
ム

と
十
五
人
の
個
人
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

共
励
会

・
品
評
会
の
審
査
報

告
で
は
、
産
米
が
、
総
体
的
に

地
力
の
低
下
と
苗
の
生
育
不
良

か
ら
」玉
数
不
足
の
傾
向
に
あ
る
。
 
 り

ん
ご
は
、
 一
昨
年
の
雪
害
を

見
事
に
克
服
し
、
病
害
虫
の
発

生
も
例
年
に
な
く
少
な
か
っ
た
。
 

着
色
は
良
好
で
、
肥
大
は
平
年

並
み
で
あ
る
。
 

推
肥
は
、
設
置
個
所
に
溝
を

作
る
こ
と
。
被
覆
の
な
い
も
の

が
半
数
以
上
あ
り
、
保
温

・
保

水
に
難
点
が
あ
る
が
、
年
々
進

歩
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
と
そ
れ

ぞ
れ
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
 

種
日
別
の
優
竿
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 ◇

産
米
改
善

優
等

賞
 

み
ず
ほ
会
B
チ
 

ー
ム
（
持
子
沢
）
 

（小
笠
原
慶
美

・

小
笠
原
佐
一
郎
・

沢
田
定
四
郎
）
 

◇
り
ん
ご
立
木
優
 

等
賞
 

梅
田
上
共
同
防

除
組
合
A
チ

ー
ム
 

（
前
田
栄
司
、
伊
 

藤
政
敏
、
金
丸

一

定
、
浅
利
富
末

）
 

◇
堆
肥
生
産
優
等

賞
 

笠
井
敏
江
、
笠

井
伝
三
、
古
川
良

一
二
（以
上
桜
田
）
 

（
敬称
略
）
 

薮

優
等
賞
、
み
す
ほ
会

B
 

り
ん
ご
立
木
や

堆
肥
も
表
彰
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医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 

（金
）
午
後
一
時
か

ら
 

「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
へ
 

▽
と
こ
ろ
 
産
経
会

館

・
 

、
キ
 

な
お
、
 

一
い
 
て
 

主
催
は
北
 

W
健

康
教

室
 

五
医
師
会
、
 

ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ

い
。
 

五
階
ホ
ー
ル

今
回
の
 
シ
ビ

・
ガ
ッ
チ
ャ

キ
 

テ
ー
マ
は
、
 

に
 
つ
 
い
 
て
 

「
シ
ビ

・
 
み
ん

な
の

健

康
教

室
 

ガ
ッ
チ
ャ
キ
（
栄
養
の
は
な
 

し
）」
で
す
。
 

▽
と
き
 
一
月
二
十
七
日
 

五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会

で
す
。
 

r・
 

試験 日 試 験 場 

1月27日圏 

2月13日（月） 

3 月 9日困 

青森市 
陸上自衛隊 

青森駐とん地 

I月25日（加 

2 月14日因 

3月10日団 

弘前市 
陸上自衛隊 

弘前駐とん地 

1月26日（村 

2 月15日（水） 

3月13日（月） 

八戸市 
陸上自衛隊 

八戸駐とん地 

1月27日園 

2 月16日困 

3月14日因 

青森市 村上病院 

I月30日（月） 

2 月17日圏 

3月15日困 

弘前市 鳴海病院 

慮
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

納
入
業
者
の
登

録
を
受
付
け
 

市
で

使
用
す
る
物

品
 

市
で
は
、
五
十
三
年
度
に
使

用
す
る
物
品
の
調
達
業
者
の
登

録
更
新
を
、
次
の
と
お
り
受
付

け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病
院
、
 

給
食
セ
ン
タ
ー
等
、
市
の
施
設

へ
物
品
の
納
入
を
希
望
さ
れ
る

業
者
は
、
登
録
手
続
き
を
し

て

下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 
二
月
一
日
か

ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

ロ
受
付
場
所
 
市
財
政
用
度

課

（
本庁
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
業
者

登
録
申

請
書
、
納
税
証
明
書
、
営
業
証

明
書
各
一
部
。
（
登
録
申
請
用
紙
 
 

は
財
政
用
度
課
に
あ
り
ま
す
。
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政
用
度

課
（
廿
⑤
二
一
一
一
番

・
内
線

三
二
〇
番
）
に
お
問
い
合
わ

せ

下
さ
い
。
 

五
十
三
年
度
に
市

の
工
事
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業

者
は
、
次
の
要
領
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
 

回
受
付
期
間
 
二

月
一
日
か

ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

回
提
出
書
類
 
①
指

名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
②
 

最
近
、
用
水
堰
に
ゴ
ミ
類
の

投
げ
捨
て
が
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。
 
 

許
可
（
登
録
）
証
明
書
。
 
（
建

設
業
法
第
三
条
第
二
項

で
規
定

す
る
建
設
業
の
許
可
を
証
明
す

る
書
面
。
）
 ③
登
記
簿
謄
本
。
 

（個
人
の
場
合
は
、
営
業
を
証

明
す
る
書
面
。
）
 

④
営
業

の
沿
革
⑤
工
事
経
歴

書
⑥
技
術
者
経
歴
書
⑦
営
業
用

機
械
器
具
⑧
財
務
諸
表
⑨
納
税
 

証
明
書
⑩
主
要
取
引
金
融
機
関

名
⑩
身
元
証
明
書
⑩
印
鑑
証
明

書
⑩
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合

加
入
証
明
書
。
 
（
以
上
は
、
建

設
省
統

一
様
式
に
よ
り
ま
す
。
）
 

回
提
出
先
 
市
建
設
課

（
廿

⑤
二
一
一
一
番

・
内
線
二
二
四

番
）
ま
で
。
 

ゴ
ミ
を
用
水
堰
に
投
げ
捨
て

ま
す
と
、
用
水
の
流
れ
を
せ
き

止
め
、
雪
解
け
に
は
洪
水
の
原

因
に
な
る
ば
か
り
か
、
ヘ
ド
ロ

も
発
生
し
夏
に
は
悪
臭
を
放
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ゴ
ミ
類
は
、
冬
の
間
か
ら
決

め
ら
れ
た
日
時
と
決
め
ら
れ

た

場
所
に
袋
か
箱
に
入
れ
、
束
ね

て
お
出
し
下
さ
い
。
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
み
か
け

た
ら
、
隣
り
近
所
声
を
か
け
合

っ
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
に

し
て

下
さ
い
。
 

ゴ
ミ
類
の
不
法
投
棄
は
、
法

律
に
よ
っ

て
禁
じ
ら
れ
て
お
り

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

雪
お
ろ
し
 

電
話
線
に
ご
注
意
 

雪
お
ろ
し
の
季
節
で
す
。
例

年
こ
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
 

電
話
の
故
障
が
増
加
し
ま
す
っ

こ
の
故
障
の
ほ
と
ん
ど
が
雪
お

ろ
し
の
際
の
不
注
意
で
、
電
話
 

ー
岩
谷
さ
ん
 

一

会
旗
を
贈
る

ー
 

市
内
幾
島
町
の
が
ん
具
卸
売

業
、
岩
谷
喜

一
さ
ん
は
こ
の
ほ

ど
同
町
老
人
ク
ラ
ブ
「
幾
朗
会
」
 

に
会
旗

ー
写
真
廿
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
 

贈
ら
れ
た
会
旗
（

一
〇
万
円

相
当
）
は
、
青
地
に
金
文
字
で

会
の
マ
ー
ク
と
名
前
を
入
れ
た

り
っ
ぱ
な
も
の
で
、
会
員
た
ち

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 
 

職
業

訓
練
 

1
指
導
員
免
許

の
J
 

r
講
習
会
を
開
催

L
 

ロ
受
講
資
格
 
経
験
年
数
が

満
十
五
年
以
L
の
方
。
 

ロ
主
な
職
種
 
建
築
、
左
官
、
 

板
金
、
木
工
、
洋
裁
、
和
裁
、
 

鉄
工
、
配
管
、
電
気
、
そ
の
他
。
 

O
と
き
 
三
月
六
日
（
月
）
 

ー
三
月
十
三
日
（
月
）
ま
で
。
 

⑥
と
こ
ろ
 
市
内
幾
世
森
五

七
、
五
所
川
原
共
同
高
等
職
業

訓
練
校
（
廿
④
二
七
三
一
番
）
。
 

O
申
込
み
締
切
り
 
一
月
三

十

一
日
ま
で
。
 

講
習
修
了
者
に
は
、
職
業
訓

練
指
導
員
の
免
許
証
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
同
訓
練
校

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

て
い
ま
す
。
 

採
用
試
験
の
期
日
と
試
験
場
 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

な
お
、
試
験
は
い
ず
れ
も
午
 

前
十
時
か
ら
で
す
。
 

の
引
込
線
ゃ
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断

し
て
し
ま
う
の
が
原
因
で
す
。
 

ま
た
屋
根
か
ら
の
雪
の
自
然

落
下
に
よ
る
切
断
も
あ
り
ま
す
。
 

電
話
線
付
近
の
雪
お
ろ
し
を

お
早
め
に
な
さ
る
と
と
も
に
、
 

雪
お
ろ
し
の
際
は
、
電
話
線
を

切
断
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

下
さ
い
。
 

（
五所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

1
ニ
等
陸
海
空
士
J
 

F
を
募
集
巾
ー
 
ー
 

昭
和
五
十
二
年
度
の
第
四
次
 

二
等
陸
海
空
士
を

一
月
一
日
か
 

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
募
集
し
 

マ用水堰はきれいlン八 
、 	ゴミを捨てないで下さい一 

難

入
札
に
参
加
す
る
 

建
設
業
者
を

受

付
け
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